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北海道大学衛生工学シンポジウム
1993.11北海道大学学街交流会館

6-3 
標準脱窒素処理における無稀釈処理の適用事例

住友重機械工業側中野孝ニ、岡庭良安

しはじめに

浄化槽汚泥を含むし尿の処理方式には種々あるが、近年、採用される方式としては、標準脱

窒素処理方式、膜分離処理を含む高負荷脱察素処理方式が大半を占めている。平成2.......4年度

の過去3ヶ年の発住実績をみると、標準脱窓索処理では件数で26%、処理規模で 32%、高

負荷脱窓素処理では各々 70%、63%と両方式合計で実に 9割以上を占めているロその一方

で、従来の嫌気性消化や好気性消化方式で依然として施設の運営を継続している処理場もかな

りの数に昇る。こうした施設のなかには、全面更新ではなく、大規模な改造、設備更新で、施

設の延命化を図るケースも出てくるものと思われるロその一例として、好気性消化処理(酸化

処理)方式を標準脱窒素処理方式に改造変更するに際し、無稀釈処理を適用した事例を以下に

記す。

2.無稀釈処理導入に係る経緯

当該施設は大分県津久見市の海に弱した急峻な土地に設崖されており、稀釈水の入手が国難

な立地条件にあたるため、梅水稀釈による酸化処理方式の施設として、昭和53年 10月に供

用開始した。しかし、設備全般にわたる老朽化が進行し、平成3年11月より設備の全面的な

改造改良工事に着手した。

計闘に諮って、標準脱窒素処理方式に方式変更することとしていたが、海水稀釈を継続する

場合、系内全体に海水が混入することになり、設備全体の耐久性に難点があること、また、焼

却排ガスの境化水素濃度が高まる可能性があり、被雑な防止対策が必要となることより、海水

を使用しないシステムの検討を行うこととした。筆者らは既に、し尿の低稀釈処理について種

々の実績を有していたこと、更に、近年、無稀釈によるし尿の高負荷処理が一般化してきてお

り、安定した運転実績が得られていることから、標準脱蜜素処理の無稀釈処理化は十分可能で

あるとの結論に達し、導入に踏みきったものである口

3.計画概要

1 )施設名称:津久克市浄化センター

2 )処理能力:5 0 地/日(し尿 3 01&/臼、浄化槽汚泥 201&/日〉

3 )処理方式:標準脱窒素処理÷高度処理(凝集分離十砂ろ過十オゾン脱色〉

4)処理フロー:図-1に概略の処理フローを示す。

図-1 処理フロー概略図

余銀汚泥 凝主義汚泥
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図-1に示すように、当該施設は浄化槽汚泥は収集車による直接搬入としているが、し尿と

プロセス水(淡水)は立地条件に制約があるため、毎日、タンカーで搬入している。主処理設

備について、通常の標準脱窒素処理に係る設備内容と異なる点は、無稀釈処理による反応槽液

温の上昇を迎えるために冷却装置を設置したことと、沈殿槽での国液分離に変調を来たした場

合に対応するため、非常用として遠心濃縮機を設置した2点であり、反応槽MLSS濃度、開

負荷等は一般的な設計数値で計画している。冷却装置については、冷水源として、海水の 1パ

ス使用とし、クーリングタワーは設置していない。二次処理水は加圧浮上による凝集分離処理

を経た後、砂ろ過、オゾン酸化により高度処理される。砂ろ過器の洗浄水は処理水のリサイク

ルで行っており、この段階まで系内には一切、海水を使用しない計爵としている。最終の消毒

放流段階で、海水により所定量の稀釈 (10 倍稀釈〉を行った後、樺域に放流している。

汚泥処理については、上記のフローにより、海水の混入しない汚泥引抜きが可能となっでい

るo脱水機としてベルトプレス型を採用しているが、ろ布洗浄水についても砂ろ過処理水のリ

サイクルで対応している。このように最終の放流工程を除いて、処理系内で海水混入がない処

理システムで計闘している口
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項 自 設計値 実績艦

1. し尿処理最 (ポ/日) 30 19 

2.浄化槽汚泥処理量(ポ/!ヨ) 20 16 

3 .プロセス用水量 Cm3/!ヨ) 20 10 

4.放流水量 (m3/!ヨ) 500 488 

5.流入水費(混合し毘〉

1)BOD (mg/え) 8.000 5. 700 

2) C 0 D 5. 100 3.500 

3) S S 11. 520 3.300 

4) T -N 2.800 1. 400 

5) T -P 330 

6 .処理水嚢

1)日OD (mg/見) 10 2以下

2) C 0 D 20 5 // 

3) S S 10 5 // 

4) T-N 60 25 // 

5) T -P o. 1// 
6)色度 (度 15 10 // 

7)大腸菌群数 (偲/n&) 1. 000 10 // 
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影響しているものと考えられる口尚、処理水T-Nについては最大値で25 mg/ fLを示したが、
通常はメタノールの添加を行わなくても 5昭/fL以下程度の水質を訴した。また、沈殿槽での

臨液分離はJI語調に行われ、非常用として設置した遠心濃縮機による閤液分離操作を行うことな

く、運転を継続している。

5. まとめ

1 )好気性消化処理方式を標準脱蜜索処理方式に改造したし尿処理施設について、無稀釈処理

を適用した結果、供用開始後 1年を経過した現在、順調に稼動している口

2 )全国し 000ケ所以上にのぼるし尿処理施設にあって、各々の置かれた条件は異なるも

のと思われるが、今後の改造、更新にあたって、当該施設の事例が参考になれば幸いである 0

3 )最後に、本報を作成するにあたり、多大なる御協力を頂きました津久見市環境保全課久知

良課長、石井係長、思形所長以下皆様方に心より謝意を表します。

以上
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